
平
成
二
十
六
年

十

一
月

一
日

に

『
過
労
死
等
防
止

対
策
推
進
法
』
が

施
行
さ
れ
て
か
ら
、

四
年
目
に
な
り
ま

す
。厚

生
労
働
省
は
、

十
一
月
を
「
過
労

死
等
防
止
啓
発
月

間
」
と
定
め
て
、

過
労
死
等
を
防
止

す
る
こ
と
の
重
要

性
に
つ
い
て
自
覚

を
促
し
、
関
心
と

理
解
を
深
め
る
た

め
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
や
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
な
ど
の
取
組
を

行
っ
て
い
ま
す
。

月
間
中
は
、
周

知
・
啓
発
を
目
的

に
、
全
国
で
「
過

労
死
等
防
止
対
策

推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
を
行
う
ほ
か
、
「
過
重
労
働

解
消
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
と
し
て
著

し
い
過
重
労
働
や
悪
質
な
賃
金
不

払
残
業
な
ど
の
撲
滅
に
向
け
た
監

督
指
導
や
無
料
の
電
話
相
談
な
ど

を
行
い
ま
す
。

※
「
過
労
死
等
」
と
は
・
・
・
業
務

に
お
け
る
過
重
な
負
荷
に
よ
る
脳
血
管
疾

患
も
し
く
は
心
臓
疾
患
を
原
因
と
す
る
死

亡
、
も
し
く
は
業
務
に
お
け
る
強
い
心
理

的
負
荷
に
よ
る
精
神
障
害
を
原
因
と
す
る

自
殺
に
よ
る
死
亡
ま
た
は
こ
れ
ら
の
脳
血

管
疾
患
、
心
臓
疾
患
、
精
神
障
害
を
い
い

ま
す
。

「
過
重
労
働
解
消
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
の
実
施
期
間
は
、
実
施
平
成

二
十
九
年
十
一
月
一
日
（
水
）
か

ら
十
一
月
三
十
日
（
木
）
ま
で
の

一
か
月
間
で
す
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
具
体
的
な
取

組
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

一
、
労
使
の
主
体
的
な
取
組
を
促

す
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
に
先
立

ち
、
使
用
者
団
体
や
労
働
組
合
に

対
し
、
厚
生
労
働
大
臣
名
に
よ
る

協
力
要
請
を
行
う
。

二
、
労
働
局
長
に
よ
る
ベ
ス
ト
プ

ラ
ク
テ
ィ
ス
企
業
へ
の
職
場
訪
問

を
実
施

都
道
府
県
労
働
局
長
が
長
時
間

労
働
削
減
に
向
け
た
積
極
的
な
取

組
を
行
っ
て
い
る
企
業
を
訪
問
し
、

取
組
事
例
を
報
道
等
に
よ
り
地
域

に
紹
介
す
る
。

三
、
過
重
労
働
が
行
わ
れ
て
い
る

事
業
場
の
重
点
監
督
を
実
施

（
ア
）
重
点
監
督
の
対
象
事
業
場

等・
長
時
間
に
わ
た
る
過
重
な
労
働

に
よ
る
過
労
死
等
に
係
る
労
災
請

求
が
行
わ
れ
た
事
業
場
等

・
労
働
基
準
監
督
署
及
び
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
等
か

ら
、
離
職
率
が
極
端
に
高
い
な
ど

若
者
の
「
使
い
捨
て
」
が
疑
わ
れ

る
企
業
等

（
イ
）
重
点
的
に
確
認
す
る
事
項

・
時
間
外
・
休
日
労
働
が
、
「
時

間
外
・
休
日
労
働
に
関
す
る
協
定

届
」
（
い
わ
ゆ
る
３
６
協
定
）

の
範
囲
内
で
あ
る
か
等
に
つ
い
て

確
認

→

法
違
反
が
認
め
ら
れ

た
場
合
は
是
正
指
導

・
賃
金
不
払
残
業
が
行
わ
れ
て
い

な
い
か
に
つ
い
て
確
認

→

法

違
反
が
認
め
ら
れ
た
場
合
は
是
正

指
導

・
不
適
切
な
労
働
時
間
管
理
に
つ

い
て
は
、
労
働
時
間
を
適
正
に
把

握
す
る
よ
う
指
導
。

・
長
時
間
労
働
者
に
対
し
て
は
、

医
師
に
よ
る
面
接
指
導
等
、
健
康

確
保
措
置
が
確
実
に
講
じ
ら
れ
る

よ
う
指
導

（
ウ
）
書
類
送
検

重
大
・
悪
質
な
違
反
が
確
認
さ
れ

た
場
合
は
、
送
検
し
、
公
表

四
、
電
話
相
談
を
実
施

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
に
よ
る
全
国

一
斉
の
「
過
重
労
働
解
消
相
談
ダ

イ
ヤ
ル
」
を
実
施
し
、
都
道
府
県

労
働
局
の
担
当
官
が
、
相
談
に
対

す
る
指
導
・
助
言
を
行
う
ほ
か
、

「
過
重
労
働
解
消

相
談
ダ
イ
ヤ
ル
」

以
外
に
も
、
常
時

相
談
や
情
報
提
供

を
受
け
付
け
て
い

る
。

（
ア
）
最
寄
り
の

都
道
府
県
労
働
局

ま
た
は
労
働
基
準

監
督
署

（
イ
）
労
働
条
件

相
談
ほ
っ
と
ラ
イ

ン五
、
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
趣
旨
な
ど
に

つ
い
て
周
知
・
啓

発
を
実
施

使
用
者
等
へ
の

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の

配
布
、
広
報
誌
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
活
用
に
よ
り
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
趣
旨
な
ど
に
つ
い
て
広
く
周
知

を
図
る
。

六
、
過
重
労
働
解
消
の
た
め
の
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催

九
月
か
ら
十
一
月
を
中
心
に
、

全
国
で
合
計
六
十
六
回
、
「
過
重

労
働
解
消
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
す
る
。

こ
の
期
間
を
活
用
し
て
「
長
時

間
労
働
」
や
「
過
重
労
働
」
等
が

な
い
か
再
点
検
し
て
く
だ
さ
い
。
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内
容



介
護
保
険
制
度
は
、
介
護
を
必

要
と
す
る
高
齢
者
の
増
加
や
核
家

族
化
の
進
行
に
よ
り
、
家
族
の
負

担
を
軽
減
し
、
介
護
を
社
会
全
体

で
支
え
る
こ
と
を
目
的
に
、
二
〇

〇
〇
（
平
成
十
二
）
年
に
創
設
さ

れ
、
三
年
ご
と
に
見
直
し
が
行
わ

れ
て
き
ま
し
た
。

『
介
護
保
険
事
業
状
況
報
告
の

概
要
（
平
成
二
十
九
年
七
月
暫
定

版
）
』
に
よ
る
と
、
要
介
護
（
要

支
援
）
認
定
者
数
は
六
三
八
．
三

万
人
で
、
う
ち
男
性
が
一
九
九
．

三
万
人
、
女
性
が
四
三
九
．
〇
万

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
被
保
険
者
の
う
ち
、

六
十
五

歳
以
上
の
方
を
第
一
号
被

保
険
者
、
四
十
歳
か
ら
六
十
四
歳

ま
で
の
医
療
保
険
加
入
者
を
第
二

号
被
保
険
者
と
区
分
し
、
第
一
号

被
保
険
者
に
対
す
る
六
十
五
歳
以

上
の
要
介
護
（
要
支
援
）
認
定
者

数
の
割
合
は
、
約
十
八
．
〇
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

自
身
の
老
化
に
起
因
す
る
疾
病

に
よ
り
介
護
が
必
要
と
な
る
可
能

性
が
徐
々
に
高
ま
る
こ
と
や
、
自

身
の
親
が
高
齢
と
な
り
、
介
護
が

必
要
と
な
る
状
態
に
な
る
可
能
性

が
高
ま
る
時
期
で
あ
る
四
十
歳
か

ら
、
介
護
保
険
料
を
負
担
し
て
社

会
全
体
で
支
え
て
い
ま
す
。

第
一
号
被
保
険
者
は
、
原
因
を

問
わ
ず
に
要
介
護
認
定
ま
た
は
要

支
援
認
定
を
受
け
た
と
き
に
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
第
二
号
被
保
険
者
は
、

加
齢
に
伴
う
疾
病
（
特
定
疾
病
※

一
）
が
原
因
で
要
介
護
（
要
支
援
）

認
定
を
受
け
た
と
き
に
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

第
一
号
被
保
険
者
の
介
護
保
険

料
は
、
住
所
地
の
自
治
体
（
市
区

町
村
）
が
三
年
ご
と
に
介
護
保
険

事
業
計
画
を
策
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
に
お
け
る
三
年
間
の
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
費
用
の

見
込
み
に
基
づ
い
て
、
住
所
地
の

六
十
五
歳
以
上
の
方
の
総
数
で
割
っ

て
算
出
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
自
治
体
ご
と
に
介

護
保
険
料
の
額
が
異
な
り
ま
す
。

第
二
号
被
保
険
者
の
介
護
保
険

料
は
、
加
入
す
る
医
療
保
険
ご
と

に
定
め
ら
れ
た
計
算
方
法
で
決
定

し
ま
す
。
例
え
ば
、
全
国
健
康
保

険
協
会
や
健
康
保
険
組
合
、
共
済

組
合
、
船
員
保
険
で
は
、
標
準
報

酬
月
額
ま
た
は
標
準
賞
与
額
に
加

入
す
る
医
療
保
険
者
が
定
め
る
介

護
保
険
料
率
を
乗
じ
て
計
算
し
ま

す
。
保
険
料
率
は
毎
年
見
直
さ
れ

て
い
ま
す

介
護
保
険
の
利
用
者
負
担
は
、

制
度
創
設
当
時
は
一
割
で
し
た
が
、

平
成
二
十
六
年
改
正
（
平
成
二
十

七
年
八
月
施
行
）
に
お
い
て
、
合

計
所
得
金
額
一
六
〇
万
円
以
上
の

方
（
単
身
で
年
金
収
入
の
み
の
場

合
は
二
八
〇
万
円
以
上
）
の
利
用

者
負
担
が
二
割
と
な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
合
計
所
得
金
額
が
一
六

〇
万
円
以
上
で
あ
っ
て
も
、
実
質

的
な
所
得
が
二
八
〇
万
円
に
満
た

な
い
ケ
ー
ス
や
二
人
以
上
世
帯
に

お
け
る
負
担
能
力
が
低
い
ケ
ー
ス

を
考
慮
し
、
「
年
金
収
入
と
そ
の

他
の
合
計
所
得
金
額
」
の
合
計
が

単
身
で
二
八
〇
万
円
、
二
人
以
上

世
帯
で
三
四
六
万
円
未
満
の
場
合

の
利
用
者
負
担
は
、
一
割
で
す
。

今
回
の
平
成
二
十
九
年
改
正

（
平
成
三
十
年
八
月
施
行
予
定
）

で
は
、
二
割
負
担
者
の
う
ち
特
に

所
得
の
高
い
層
（
※
二
）
の
負
担

割
合
を
三
割
と
な
る
予
定
で
す
。

※
二
で
は
、
「
合
計
所
得
金
額
（
給

与
収
入
や
事
業
収
入
等
か
ら
給
与
所
得
控

除
や
必
要
経
費
を
控
除
し
た
額
）

二
二

〇
万
円
以
上
」
か
つ
「
年
金
収
入
＋
そ
の

他
合
計
所
得
金
額
三
四
〇
万
円
以
上
（
単

身
世
帯
の
場
合
。
夫
婦
世
帯
の
場
合
四
六

三
万
円
以
上
）
」
（
単
身
で
年
金
収
入
の

み
の
場
合
三
四
四
万
円
以
上
に
相
当
）
と

す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

十
日

○
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得

届
の
提
出
（
十
月
以
降
に
採
用
し

た
労
働
者
が
い
る
場
合
）

［
公
共
職
業
安
定
所
］

○
労
働
保
険
一
括
有
期
事
業
開
始

届
の
提
出
（
前
月
以
降
に
一
括
有

期
事
業
を
開
始
し
て
い
る
場
合
）

［
労
働
基
準
監
督
署
］

○
十
月
分
源
泉
所
得
税
・
住
民
税

の
納
付

［
郵
便
局
ま
た
は
銀
行
］

三
十
日

○
十
月
分
健
保
・
厚
年
保
険
料
の

納
付

［
郵
便
局
ま
た
は
銀
行
］

○
日
雇
健
保
印
紙
保
険
料
受
払
報

告
書
の
提
出

［
年
金
事
務
所
］

○
労
働
保
険
印
紙
保
険
料
納
付
・

納
付
計
器
使
用
状
況
報
告
書
の
提

出

［
公
共
職
業
安
定
所
］

そ
の
他

○
年
末
調
整
の
申
告
書
配
布
と
回

収
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保
存
し
て
い
た
フ
リ
ー
ジ
ア
の

花
の
球
根
を
一
週
間
前
に
植
え
付

け
た
と
こ
ろ
、
発
芽
が
始
ま
り
ま

し
た
。
植
え
付
け
後
の
こ
ま
め
な

手
入
れ
は
不
要
で
、
育
て
や
す
い

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

開
花
時
期
は
来
年
一
月
以
降
で

す
が
、
は
や
心
待
ち
に
し
て
い
ま

す
。

（
ぎ
ん
）

藤田社会保険労務士事務所

e-mail
k-fujita@k-fujita-sr.com

URL http://k-fujita-sr.com

TEL・FAX 075-611-5300

〒612-8017
京都市伏見区桃山南大島町1-4-41-504

編
集
後
記

十
一
月
の
労
務
手
続

［
提
出
先
・
納
付
先
］

介
護
保
険
料
の
変
遷

介
護
保
険
の
対
象

利
用
者
負
担
割
合
の
変
遷

※
特
定
疾
病
と
は


